
 

    

 

はじめに 

 
１ 計画策定の趣旨 

 

本県は，平成１８年に策定した総合計画｢元気いばらき戦略プラン｣に基づき，３

つの目標である「活力あるいばらき」，「住みよいいばらき」，「人が輝くいばらき」

の実現を目指して，広域交通ネットワークなどの県土の発展基盤づくりを進めるとと

もに，産業の活性化・企業の誘致等による働く場所の確保，さらには，保健，福祉，

医療の充実や身近な生活環境の整備，人づくりやスポーツ・文化の振興など，県勢の

発展と県民生活の向上に努めてきたところです。 

 

しかしながらこの間，本県を巡る社会経済情勢は大きく変化しており，特に，平

成２０年の金融危機に端を発する世界同時不況は，外需への依存度が高い我が国経済

に大きな打撃を与え，深刻な雇用不安や社会不安をもたらしました。現在は，輸出を

中心に回復の兆しはあるものの，長引くデフレの影響や急速な円高の進行などによ

り，依然として厳しい状況が続いています。 

また，社会経済のグローバル化が急速に進展し，地球規模での環境問題の重要性

も高まる中で，国内では少子化に伴う本格的な人口減少社会の到来により活力の低下

が懸念されるとともに，自然災害の激甚化や事故の多発，感染症の発生などを背景に，

日常生活への不安や安全・安心志向が高まっています。 

本県においても，依然として厳しい経済・財政状況が続く中で，雇用の安定はも

とより，医療や介護，子育て，環境問題など，私たちの生活を取り巻く様々な課題が

顕在化しています。 

 

さらに，平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震は，東北地方の

みならず本県にも甚大な被害をもたらしました。今後は，全県をあげて復興対策や防

災対策を進めていくことが求められています。 

 

このような時代の潮流や課題に的確に対応し，県民の皆さんとともに明日のいば

らきを創るため，平成２３年度からの県政運営の指針となる「茨城県総合計画（いき

いき いばらき生活大県プラン）」を策定します。 

 



 

 

 

２ 計画の構成と期間 
 
 

総合計画は，『基本構想』，『基本計画』，『計画の推進のために』の３部構成で,

次のような内容となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（全体構成図） 

 

部 章 内  容 期  間 

 

第１部 

基本構想 

 

第２部 

基本計画 

第３部 

計画の推進のために 

・計画を適切に推進するため

の基本的な姿勢 

平成 23～27 年度 

(2011～2015) 

の５年間 

概ね四半世紀後 

（平成 47 年（2035

年）頃）を展望 

時代の潮流と茨城の

特性等 

いばらきの目指す姿 

政策展開の基本方向 

地域づくりの基本方向 

生活大県プロジェクト 

・時代の潮流 

・茨城の特性とこれまでの取組 

・県民の期待 

・基本理念 

・目標と将来像 

・人口・経済の展望 

・着実に推進すべき施策や取

組の体系 

・地域ごとに重点的に取り組

むべき地域づくりの基本方向 

・重点的かつ分野横断的に推

進すべき施策群 



（全体構成図） 

 

 

 

 

 

 

資料１－１ 

 

 

 

＜茨城の特性とこれまでの取組＞ 
・地域の特性（自然・環境・歴史・文化など） 

・広域交通ネットワークの概成 

・多様な産業と科学技術の集積 

・これまでの取組 

 

＜時代の潮流＞ 
・本格的な人口減少社会の到来・高齢化の進展 

・社会経済のグローバル化と交流の拡大，東アジ

アの経済発展 

・環境・エネルギー問題の深刻化 

・日常生活への不安と安全・安心志向の高まり 

・価値観の変化・多様化，新しい公共 

・地方分権の進展と行政の広域化 

 

＜県民の期待＞ 
・老後に対する保障 

・雇用の安定 

・高齢者の福祉サービスの充実 

・地域医療の充実 

・公共交通機関や道路の整備 など 

 

時代の潮流と茨城の特性等 

いばらきの目指す姿 

 
（１）基本理念 

 
 

 
 
 
 
 
 
         
 

※「生活大県」とは，競争力ある産業が育ち雇用がしっかりと確保され，誰もが安心して健やかに暮らせる，元気で住みよい地域社会で 

あり，生活の質を高めていくための様々な試みが行われ，次の世代を育み，人々が心豊かでいきいきと輝いている，目指すべきいばらき 

の姿。 

 

（２）目標と将来像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（３）人口・経済の展望 
  
○人口の展望  H32（2020）年には概ね285万人まで減少する。H47（2035）年には概ね245万人から255万人程度まで減少する

と見込まれる。 

○経済の展望  本県経済は，国の成長戦略の目標を上回る水準で成長を続け，H32（2020）年度までの年平均で実質経済成長率は2.2%程度，

名目経済成長率は2.9%程度になると見込まれる。 

『みんなで創る 人が輝く 元気で住みよい いばらき』 
 

○ 県民一人ひとりが，質の高い生活環境のもとで安全，安心，快適に暮らすことができる「生活大県」を目指し，全国

のモデルとなるような地域社会を創造していく。 

○ 「生活大県」づくりにあたっては，県や県民，市町村，企業，大学・研究機関，ＮＰＯなど多様な主体がしっかり連

携して取り組んでいくとともに，本県の持つ優位性を最大限に活用しながら，新たな価値を創造し，日本や世界の発

展に貢献していく。 
 

■ 誰もが安心して健やかに暮らすことのできる 

「住みよいいばらき」 

（将来像） 
○医療・保健・福祉サービスや子育て支援が充実し，安心して

暮らせる県 

○県民の暮らしの安全が確保された県 

○豊かな自然を守り，環境と調和した生活を送ることができる

県 

○互いに支え合いながら，質の高い暮らしができる県 

■ 誰もが個性や能力を発揮し，主体的にいきいきと活動できる 

「人が輝くいばらき」 

（将来像） 
○地域全体が一体となって次の世代を育むとともに，誰もが主体的に

個性や能力を伸ばせる県 

○郷土の文化を大切にしながら，健康で明るく心豊かな生活を送るこ

とができる県 

○互いに尊び高め合いながら社会に貢献し，誰もが地域づくりの主役

である県 

■競争力ある元気な産業が集積し，交流が盛んな 

「活力あるいばらき」 

（将来像） 
○科学技術研究の枢要な拠点として日本や世界の発展の一翼を

担う県 

○競争力ある元気な産業が発展し，豊かに暮らしていける県 

○日本の食を支えている農林水産業が盛んな県 

○東アジアをはじめ世界との，人・もの・情報の交流が盛んに

行われ，地域が活性化している県 

【 第 1部 基本構想 】（概ね四半世紀後を展望） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

○ 総合計画審議会における 

 

 

各分野の施策を３つの目標に対応する１１の政策分野のもとに整

理したもので，今後５年間において着実に推進していくべき施策の体

系。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
                                        
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

１ みんなで創る「いばらき」  

２ 茨城の地域資源や潜在力の活用 

３ 行財政改革の推進 

４ 「生活大県プロジェクト」の推進 

５ 地方分権の推進と市町村・近隣県等との連携 

６ 計画の適切な進行管理 

７ 総合計画と各部門別計画との役割分担の明確化 

８ 東日本大震災への対応 

【 第 3部 計画の推進のために 】 

 

 

 

 

 

基本理念に基づき「生活大県」の実現を図るために，本県の先進性や優位

性を最大限に活用しながら，今後５年間に重点的かつ分野横断的に推進すべき

施策群。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

生活大県プロジェクト 

１ 地域医療充実プロジェクト 

２ 暮らしの安全・安心プロジェクト 

３ 社会全体で取り組む子育て支援プロジェクト 

４ 未来を担う子ども・若者育成プロジェクト 

５ 高齢者いきいき生涯現役プロジェクト 

６ 低炭素社会実現プロジェクト 

７ 泳げる霞ヶ浦再生プロジェクト  

８ 質の高いライフスタイル創造プロジェクト 

９ 競争力ある産業育成と雇用創出プロジェクト  

10 いばらき農業成長産業化プロジェクト 

11  アジアへ広がる観光・交流推進プロジェクト  

12 いばらきイメージアッププロジェクト 

【 第 2部 基本計画 】（平成２３年度～２７年度の５年間） 

 

 

 

 

それぞれの地域特性に応じて，各地域において重点的に取り組むべき地域

づくりの基本方向を示すとともに，行政のみならず，県民，企業，大学・研究

機関，ＮＰＯなどの各主体が連携しながら地域づくりを進める指針。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地域づくりの基本方向 

１ 地域づくりの基本的な考え方 

２ 地域づくりを推進していくための３つの視点 

３ 地域区分（６区分） 

４ 地域づくりの方向 

 

 

 

 

「いばらきの目指す姿」で示した「３つの目標」に対応する

政策分野のもとに，今後５年間において着実に推進すべき施策

や取組を体系的に整理したもの。 

 
 
１ 住みよいいばらきづくり 

(１) 医療・保健・福祉が充実した安心できる社会づくり 

(２) 安全で安心して暮らせる社会づくり 

(３) みんなで取り組む地球にやさしい環境づくり 

(４) 人にやさしい良好な生活環境づくり 

 

２ 人が輝くいばらきづくり 

(１) いばらきを担うたくましい人づくり 

(２) 豊かな人間性を育む地域づくり 

(３) 互いに認め合い支え合う社会づくり 

 

３ 活力あるいばらきづくり 

(１) 日本や世界をリードする科学技術創造立県の実現 

(２) 国内外の競争に打ち勝つ力強い産業づくり 

(３) 日本の食を支える食料供給基地づくり 

(４) 人・もの・情報が活発に行き交う交流社会づくり 

政策展開の基本方向 

計画を適切に推進するための基本的な姿勢。 

 


